




種類株式の配当の状況

 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

 

 Ａ種優先株式
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円   円   円   円   円  

27年３月期 －  0.000 －  11.515  11.515 

28年３月期 －  0.000 －    

28年３月期（予想）         11.285   11.285 

 

（注）平成27年9月10日付でＢ種優先株式の買取り消却を実施しました。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や輸出関連企業を中心に収益の改善が見られ

るとともに、好調な欧米経済に支えられ、緩やかな回復基調が継続しています。一方で、中国を始めとする新興国

経済の減速の影響を受け、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社は繊維各部門において機能レーヨンの国内販売強化に取り組むとともに海外展開を

図り、国内の繊維部門は利益面で回復の兆しが見えました。不動産部門は減収減益となりました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は売上高9,939百万円(前年同四半期比11.8%減）と

なり、営業損失53百万円(前年同四半期は営業利益230百万円）、経常損失393百万円(前年同四半期は経常損失17百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失357百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益12百万

円）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①繊維

 繊維部門につきましては、レーヨン綿事業は前年同四半期に比べて利益面で改善が見られました。一方、ブラジ

ルの連結子会社は国内経済の悪化、金利上昇の影響等により減収減益となりました。この結果、繊維部門全体では

売上高は8,576百万円(前年同四半期比11.4%減）と減収となり、セグメント損失は139百万円(前年同四半期は115百

万円のセグメント損失）となりました。

②不動産

 不動産部門につきましては、売上高884百万円(前年同四半期比22.8%減）、セグメント利益620百万円(前年同四

半期比26.2%減）と減収減益となりました。

③その他

 その他部門につきましては、売上高478百万円(前年同四半期比8.2%増）、セグメント損失28百万円(前年同四半

期は42百万円のセグメント損失）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現預金及び棚卸資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ232百

万円増加し、29,582百万円となりました。負債は借入金の増加等により前連結会計年度末に比べ2,817百万円増加

し、23,906百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末に比べ2,585百万円減少し、5,676百万円となり

ました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月12日に発表いたしました連結業績予想から変更ありません。また、平成28年3月期の期末配当につ

きましては引き続き未定と致します。配当金額が決定しだい速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第1四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－2項(4)、連結会計基準第44－5項(4)及び事業

分離等会計基準第57－4項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。 

   これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,774 1,956 

受取手形及び売掛金 1,785 1,541 

製品 1,941 2,219 

仕掛品 489 487 

原材料及び貯蔵品 514 413 

その他 336 344 

貸倒引当金 △9 △3 

流動資産合計 6,832 6,959 

固定資産    

有形固定資産    

土地 19,490 19,487 

その他（純額） 2,596 2,578 

有形固定資産合計 22,087 22,066 

無形固定資産 47 198 

投資その他の資産    

その他 450 414 

貸倒引当金 △84 △71 

投資その他の資産合計 365 343 

固定資産合計 22,500 22,608 

繰延資産    

社債発行費 17 14 

繰延資産合計 17 14 

資産合計 29,350 29,582 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,051 1,980 

短期借入金 4,911 8,862 

1年内償還予定の社債 140 140 

未払法人税等 44 35 

引当金 76 42 

その他 983 908 

流動負債合計 8,207 11,969 

固定負債    

社債 580 510 

長期借入金 4,433 3,383 

繰延税金負債 5,374 5,365 

役員退職慰労引当金 75 89 

環境対策引当金 77 77 

退職給付に係る負債 850 872 

その他 1,489 1,637 

固定負債合計 12,880 11,937 

負債合計 21,088 23,906 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,305 3,205 

資本剰余金 2,424 2,724 

利益剰余金 2,020 1,483 

自己株式 △3 △3 

株主資本合計 9,745 7,409 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8 7 

繰延ヘッジ損益 1 △1 

為替換算調整勘定 △1,681 △1,811 

その他の包括利益累計額合計 △1,670 △1,805 

非支配株主持分 187 72 

純資産合計 8,261 5,676 

負債純資産合計 29,350 29,582 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 11,269 9,939 

売上原価 9,209 8,213 

売上総利益 2,060 1,726 

販売費及び一般管理費 1,829 1,779 

営業利益又は営業損失（△） 230 △53 

営業外収益    

受取利息 11 15 

受取配当金 0 1 

その他 32 29 

営業外収益合計 45 45 

営業外費用    

支払利息 225 273 

その他 67 112 

営業外費用合計 293 386 

経常損失（△） △17 △393 

特別損失    

固定資産廃棄損 6 － 

異常操業損失 186 － 

特別退職金 － 9 

その他 10 － 

特別損失合計 202 9 

税金等調整前四半期純損失（△） △220 △403 

法人税、住民税及び事業税 7 27 

法人税等調整額 △225 △8 

法人税等合計 △217 18 

四半期純損失（△） △3 △421 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △15 △64 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
12 △357 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △3 △421 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1 △0 

繰延ヘッジ損益 9 △3 

為替換算調整勘定 4 △181 

その他の包括利益合計 16 △185 

四半期包括利益 12 △607 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 28 △492 

非支配株主に係る四半期包括利益 △15 △114 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年8月27日開催の取締役会決議に基づき、平成27年9月10日付で、自己株式（Ｂ種優先株式）

7,000,000株の取得及び消却を行ないました。この結果、当第3四半期連結累計期間において資本金が2,100百万円減

少し、資本剰余金が300百万円増加しました。当第3四半期連結会計期間末において資本金が3,205百万円、資本剰余

金が2,724百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）３   繊維 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 9,680 1,146 10,827 442 11,269 － 11,269 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 5 5 － 5 △5 － 

計 9,680 1,151 10,832 442 11,274 △5 11,269 

セグメント利益又は損失（△） △115 840 724 △42 682 △452 230 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア開発・販売、園

芸事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△452百万円には、セグメント間取引消去14百万円及び各報告セ

グメントに配賦していない全社費用△466百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）３   繊維 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 8,576 884 9,461 478 9,939 － 9,939 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 5 5 － 5 △5 － 

計 8,576 890 9,466 478 9,945 △5 9,939 

セグメント利益又は損失（△） △139 620 481 △28 452 △505 △53 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア開発・販売、園

芸事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△505百万円には、セグメント間取引消去14百万円及び各報告セ

グメントに配賦していない全社費用△520百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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